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平成 29 年６月 24 日（土）9：30～17：00（懇親会 17：00～） 
 

エルおおさか（大阪府立労働センター，天満橋） 視聴覚室 
 
 

グローバル化が情報通信技術 ICT の進展とも相まって、社会経済をはじめあらゆる分野での諸活

動の多様化を進めています。経済のグローバル化は、我が国の産業構造や貿易構造に大きな変化を

もたらしています。関西では、関西経済をこれまで牽引してきた産業が低迷し、新たな成長産業の

登場が期待されています。 

そして、関西の市民生活等も、このグローバル化の影響を強く受け、変化しています。 

グローバル化は、人と物の流れの変化を促し、関西の国際港湾や国際空港も、アジアの主要港と

の競合の中で、その役割が変化してきています。訪日観光客の増大は、各地で一時的な爆買いブー

ムを発生させましたが、最近では日本文化に触れることを希望する観光客も増えてきています。関

西国際空港では、LCC の就航が急増し、中国と韓国からの入出国者数が、我が国で最も多い空港と

なっています。また、関西は我が国の世界遺産の約半数が集中するという文化拠点であることから、

訪日観光客誘致の役割は極めて重要だと考えられます。 

こうしたグローバル化と ICT の進展がもたらす光と影を正確に把握し、適切に対応していくこと

が求められています。本大会では、関西のグローバル化の背景や、関西国際空港等でみられる変化、

訪日観光客を受け入れる企業の工夫などをお話しいただき、その上で、関西の近未来の可能性と取

り組むべき課題等について、議論を深めたいと考えます。 

 

■プログラム（午前の部） 
 

９：３０ 開会の挨拶   

 

  ９：３５ 研究報告【報告：２０分・討論：１５分】 
 

１）「福島第一原発事故における避難指示区域外の精神的損害額の推計」 

報告者：丸井和彦氏（（株）地域計画建築研究所 研究員） 

討論者：熊沢輝一氏（大学共同利用機関法人総合地球環境学研究所 准教授） 

２）「都市近郊農村地域における地域ビジョン策定手法に関する研究 

－地域診断ワークショップの効用－」 

報告者：鵜飼 修氏（滋賀県立大学 地域共生センター 准教授） 

討論者：交渉中 

３）「滋賀県高島市朽木における将来ビジョンを見据えた行動計画の策定プロセス」 

報告者：小野 聡氏（立命館大学 政策科学部 助教） 

討論者：壽崎かすみ氏（龍谷大学 国際学部 准教授） 

４）「手作りの観光地作りと共生社会」 

報告者：野口 隆氏（奈良学園 特別客員教授） 

討論者：梅村 仁氏（大阪経済大学 経済学部 教授） 

 

 
 

主 催：一般社団法人 日本計画行政学会関西支部 

 

一般社団法人 日本計画行政学会関西支部 平成２９年度 研究大会 

グローバル化の進展に伴う人と物の流れから関西の近未来を考える  



■プログラム（午後の部） ― シンポジウム ― 
             

１３：００ 基調講演① （仮題）「未来のライフスタイルと物流」 

黒田勝彦氏（神戸大学名誉教授、神戸港埠頭株式会社監査役） 

１３：４５ 基調講演② （仮題）「関西国際空港でみられる近年の特徴と関西の課題」 

引頭雄一氏（関西外国語大学教授） 

１４：１５ 基調講演③ （仮題）「訪日観光客のニーズと対応の実践例」 

橋本明元氏（株式会社王宮［道頓堀ホテル］専務取締役） 

（休 憩） 

１４：５５ パネルディスカッション 

テーマ 「グローバル化の進展に伴う人と物の流れから関西の近未来を考える」 

コーディネーター 鐘ヶ江秀彦氏（立命館大学 政策科学部 教授） 

パネリスト 黒田勝彦氏（神戸大学名誉教授、神戸港埠頭株式会社監査役） 

引頭雄一氏（関西外国語大学教授） 

橋本明元氏（株式会社王宮［道頓堀ホテル］専務取締役） 

１６：５５ 閉会の挨拶 

１７：３０ 懇親会（場所：懐い古や 京阪天満橋店） 
 
 

■会場案内        ■アクセス 
京阪・地下鉄谷町線「天満橋駅」より西へ 300m 

京阪・地下鉄堺筋線「北浜駅」より東へ 500m 

■参加費 

                                                 1,000 円（当日、会場でお支払い下さい） 

※懇親会：3,500 円 

                                                ■申込み 

以下の申込書に必要事項を記入の上、６月２１日

（水）までに、ＦＡＸかメールでお申込み下さい。 
 

※上記〆切は懇親会参加者数の把握（予約人数の

確定）のために設けていますので、研究発表や

シンポジウムは申込なしでも参加可能です 
 
                                                ■問合せ 

日本計画行政学会関西支部事務局 

（(株)地域計画建築研究所内 担当：若林、森脇） 

電  話：０６－６２０５－３６００ 

メール： japa-kansai@kagoya.net 
 

 
 

 申込用紙（⇒ＦＡＸ：０６－６２０５－３６０１） 

 

「一般社団法人 日本計画行政学会関西支部 平成２９年度研究大会」への参加を申し込みます 
 

ご氏名  懇親会 

ご所属  参加 ・ 不参加 

ご連絡先  
 

※メール（japa-kansai@kagoya.net）でお申込みいただいても結構です 

会員以外の 

ご参加も歓迎 


